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　モモハモグリガ第１世代幼虫に対する各種殺虫剤（有機リン剤１剤・ネオニコチノイド剤６剤・ＩＧＲ剤２剤）の防除効
果を検討した。2007年のモモハモグリガ越冬世代成虫の誘殺盛期は４月21日であり、各殺虫剤の散布は17日後の
５月７日に行った。

各種殺虫剤のモモハモグリガに対する防除効果
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アドマイヤー水和剤2,000倍およびカスケード乳剤4,000倍は他剤と比較して防除効果が劣った。

散布28日後の10葉あたり被害痕数の結果より、高い防除効果が認められたのは、スプラサイド水和剤1,500
倍、ノーモルト乳剤2,000倍、モスピラン水溶剤4,000倍、ダントツ水溶剤4,000倍、アルバリン顆粒水溶剤2,000
倍、アクタラ顆粒水溶剤2,000倍、バリアード顆粒水和剤4,000倍の順であった。

散布８日後の幼虫生存率はスプラサイド水和剤1,500倍、モスピラン水溶剤4,000倍、ノーモルト乳剤2,000倍で
10%未満であった。一方、アドマイヤー水和剤2,000倍、アルバリン顆粒水溶剤2,000倍およびカスケード乳剤
4,000倍では生存率が40%以上であった。
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